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夏が近づくとともに、スーパーマーケットや

ホームセンター、コンビニエンスストアなどの

店頭に家庭用の「花火」が並びはじめました。

販売店の皆様にあっては、

花火の火薬が悪用されるおそれ
があることを御理解の上、商品の保管管理を徹底してく

ださいますよう、御協力願います。

現に海外では、手製の爆弾を使ったテロ事件が発生し

ているほか、本年４月、県内でも爆破予告事案が発生し

ました。

力を合わせて、テロを未然に防ぎましょう！

＜保 管 管 理 方法＞ ＜不審客の具体例＞
○ 定期的な陳列棚・在庫の確認 ○ 個人で大量に購入しようとする者

○ 在庫商品は鍵の掛かる倉庫等に保管 ・陳列している商品を全て購入する

○ 盗難・紛失発生時の早期報告 ・在庫を全て購入しようとする など

○ 購入理由が不自然

・20～30人で花火をする

・実験に使う

・（未成年者が）町内会で使う など

～ テロのない街づくりにご協力を！ ～

秋田臨港警察署 ☎０１８－８４５－０１４１


